
REV.2304M

【インパクト横断防止柵（ヒノダクパイル仕様）組立説明書】

ビームパイプの取付け

支柱の方向について

使用例

本書には横断防止柵：SP-F12U-2/3-IMB及びSP-F360U-2/3-IMBのヒノダクパイル仕様の組立てが記載されて
います。施工および組み立ての前に必ず本書をご一読ください。

Ｍ１４寸切ボルトに、ジョイントボスをねじ込みます。支柱に突き
当たるまでねじ込んだ後、向きを確認し、（正しい向きにない場合
は緩めて調節します）六角穴付止めネジ（平先）で固定します。
ビームパイプの両端へビームジョイントをかぶせ、穴を合わせて六
角ボルト・ナットで仮止めします。
ジョイントカバーとジョイントボスを六角ボルト・ナットで固定し
ます。②で仮止めしたパイプ固定ネジを
しっかりと締めます。

ジョイントは水平、垂直のどちらの方向で
も使用できます。 また、角度も自由に設定
することができます。

支柱を施工する際は、ジョイントボスを図のような
向きでセットします。
※向きの違う支柱がありますと、ビームパイプの取
　り付けができなくなります。

①

②

③
④

ジョイントボス支柱

ジョイントカバー

六角レンチ呼び５

スパナ17mm×２本

水平方向

垂直方向

各部のなまえ
①端部支柱（左用）
②中間支柱
③端部支柱（右用）
④ジョイント部
⑤ビームパイプ
⑥インパクトスリーブ
⑦ヒノダクパイル

※図はSP-F12U-3-IMBを例にしています。
（全機種共通構造です）
※基礎施工方法については別紙「インパクト横断防止柵
（基礎式）施工／取扱説明書」をご参照ください。
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